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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，ある種ジャンプ型確率過程の遷移確率p（t，X，y）の解析的性質についての研究であり，
3つの章から成る。
　第工章では，ユークリッド空聞Rd上の純ジャンプ型の確率過程で，ジャンプを規定するレヴィー測
度がd一次元ルベーグ測度に関して絶対連続，かつその密度関数が滑らかさ及び非退化性に関するあ
る条件をみたす場合に，p（t，x，y）のt→0での漸近挙動を調べている。第皿章では，レヴィー測度
がd一次元ルベーグに測度に関して非常に特異であり，その台が各点で局所的にd一個の1次独立な
ベクトルの上にのっている場合に，同様のテーマを研究している。第I章の結果は，xキyかつt→O
のときのp（t，x，y）の漸近挙動は，C　tκであらわされるということである。この結果のすぐれている
ところは，上のC及びKがxから出発した確率過程の軌道が平均として何回のジャンプでyにたど
りつけるかということを明確に反映した関数になっているという点である。第巫章でも同様のテーマ
を扱っているが，結果は弱く，漸近評価としては下からCtκでおさえられていることを証明している。
この場合のCとKは第I章のそれと類似しているが，多少弱い形である。第阻章では，かなり一般の
ジャンプ型確率過程について，それがある種の非局所作用素によってきまる境界条件をみたす場合に，
遷移確率の存在及び性質に関する結果を与えている。
　手法は，第亙章及び第皿章では最近めざましい発展をとげたMa11iavin解析を基本とし，Lξand・eに
よって発展させられたポアソン過程の解析に著者独自の工夫を加えたものである。第脳章では擬微分
作用素の理論を援用している。
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審　　査　　の　　要　　旨
　本論文で扱っているジャンプのある確率過程の解析は，繁雑なこともあってか，研究の歴史は浅い，
この種の結果の先駆的なものの1つとしてL細d．eによる研究があるが，著者はそれを発展させ，上
記のような結果を導いた。手法はかなりの力量，アイデアを必要とし，結果それ自体も，主な拡散過
程の遷移確率のt→Oのときの漸近挙動が指数オーダーであるのに反し，純ジャンプ確率過程の場合
はジャンプに関連した位数をもつ多項式オーダーになるという興味深いものである。本論文は，その
手法及び成果を通じて，この分野の今後の発展に一定の貢献をしたものと考えられる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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